o 


QH ] クッキング ヒーター 

カンタンご使用ガイド 


样し < は njawKw 醫 j ホご»<だをし、 

035® 溫ジ^? 


巧頁と肪 K で使免る班•使えない巧などを確屁ずる 




使える鍋 


巧の平らな却分が 
12〜 26 cm のをの 
(アルミ•卸ま巧〜26 


献ない鍋 


巧の反りや脚び 3 mmjy 下 
灰ルミ•巧は 1 mm 似下） 


M げものは、化が捆り 


巧がまるいおが 


ガラス•財朗 s (± a など) 
き•— 

ffWI また 谢 ■ MCI 化 
IH で巧えると表示してレる 
ちのをさむ 


が 


«15〇[)*分や就、(^«^は、 
ふを巧つてからが用してください。 

水分や巧れ、付き巧は 
ふさ取つてから使ラ 


な 




I の天ぶ6«巧ご使用ください。持しくは恥及が巧需ホご K ください。 

• ( MW ン) になえるフライパンにはが巧びあ0まず。麟しくは—ジをご K ください。 

♦I 化一夕一には、が回ま人お品巧を協をの ! S a 脚 I または I 百 mmi マークの巧いた麵巧おずすめします, 
•アルミ 巧•巧 巧は、才ールメタル対巧の IH ヒーターでのみ巧用でをます， 


IH ヒーターで巧えるなを巧巧ずる 




#；j m 参どの I 化-夕-でも麻でをます。 

•才ールメタル巧巧の IH ヒーターでアルミ細 •«! 巧なまずるとをは、水と合わせて重さ約1 kg 化]:にしてください。 


な 



if まする«に水(約200 mL ) 巧 
入れ JH ヒーターの中巧に置く 


病 


ビツ J と化るまで巧し、 

jg ® ランプを点むさせる 


0 〇] ホ巧す 

南を約1柳し、劾おをちる イ〉〈 




巧えるなは、义 W 卜び点巧し、化熱びスタート 
しまず。 


^■L_ 


劾バー 

巧えなし MS は、ま巧部がホに交わり、劾/て一が 
交互に点技[し [ umm を巧示しまず。 

「巧巧 RJ お 


0 


撰寡ら歯*押し、がを切る 

巧けて巧わないとちは 




3*11* 巧し、城巧切る 


交互にが J 

「巧度规表おか 5 が 30 巧後にプヴ-び曲り、 
自受！的に巧 S を停止しまず。 


* 1^巧巧してか5 Q を巧しても巧 g できまず。 























































IH ヒーターで g 理する 


〇 




巧巧を入れた«を 
IH ヒー ターの中巧に■く 

5ミ〔ホ「ビッ J と睛るまで巧し、 

■源ランプを点むさせる 


粧の义力を巧し、ランプを点り[させる 

— □ 

|斯をが 1 秒巧し、通電ずる 


C , 器?たら齒巧押し、通巧を切る 

なけて巧わないとをは 

& 献 I >巧し、巧源を切る 


巧^ I を巧してびら I 


I を 巧して を通巧できまず，. 


■IH ヒーターで巧げものをずる g » P .18、19 l 
■りヒーターでななをずる み P .201 


■ IH ヒーターで巧めをのやステーキホつ <る み P ぶ1 1 
■ IH ヒーターで自か巧飯をずる [- ► P .22.23] 

■ IH ヒーターで自動»ねかしをずる (- » P .24 1 


グリルで HU する（自動調理） 


〇 




巧巧を規 g の上に載せ、グリルドアを 
巧実になめる。前面»作パネル巧"く 

庶〔 I 巧「ビッ J と«るまで巧し、 

g 源ランプを点なさせる 
图を巧し、巧望のメニュ -1 号をあ予させる 


©OB 


を巧し、 

食材に適した仕上がりに設定ずる 


ぶを巧し、通ちずる 


，イー 诚たが了巧. 


© 


なけて巧わないとをは 

说〔 I 巧巧し、巧源を切る 


■ク U ルで手»»巧をずる (-» P .30>32) 

•.ホ '- .m 


•扭 m には、アルミホイル•クッキング 
シート•才ーブンシートなどホ入れな 
いでください。 








































•げ觸解る 《 


♦^8 の天ぷは、になわない 
でくだをしん 

(» 底がしたら巧わないでください •） 
•« は 500 g 〜 B 0 地で、0サ r 巧げものち度 
コントロール J ホ巧用して i ■理してくださし、, 
參油姪がみく化た5«31ホ切つてくだをい， 


H SS 讚 S 

原因にな0ます。 


US やフラ*<八’ンに 

»巧入れるとをは街! 


IH ヒーターは火力が»いので顏の通度び 
單く上が0ホす • »の通ちを上げ g ザて 
発义•発さがないようにしてくだをい。 


狄巧い J 


するとを 
クイ I るとさ 


方で使えるフライバンについて口皿 


■サイン 

JOHSHET 


巧(アルミフライパンは巧く）のフライパンで巧のをのをご巧用 


ください.来巧巧は巧义まなん。 

•巧の巧が18— 26cm、 底の R さ I.SmmiiLt のもの 
隹巧び平らなもの値の凹凸(反りや！の1 mm が下） 

♦アルミフライバンは里さが1な1^±のものはールメタル巧ぶのみ） 

♦ (M サイン J は白勘です熱するた A 巧 4 〜 5^ かか 0 ます。巧 160 
場合は、おがみの火力でご使用くだをし、 吵 P.16 


«»フライバン 

品名：フライパンを式：106865* 

巧の」席価な：11.550円斯か1.口孤円）に007年7月巧を) 


推»フライバン 

品を：フライバン（7誦フッ巧加工）巧す： LF -24* 

巧まか巧化な： 26.2 日0円成な 25 .ロロ 0 円）に007年7月現を) 

品名：いためな型ま：106834お 
巧望か巧価格：12.600円用激12.000円）に007年7月現お 


が17ルミフライパン（才ールメタル巧巧のみ） 

品名： つうイ八ン を式： FRH-26G 楽 
望か売価宿： 5.460円(微も 200R) に007年7月滿 E) ^ 

豪がい山:湖婉£にご偏くださしん希の斌路は僅板はに伴し巧なる tdMO が • 


r 上おが悔フライ/た/をな用すると、巧が a 熱 

一，をする巧 n *, ぉります。 


がのお手入れ 


•ご巧用のたびにおを入れして < ださい。 

•おを入れは、 ■* ホ巧り、十かごが I てか5巧つてくだをし、。 


脂や汁がたまっている巧皿 
の巧化をしっか0持ち、ゆっ 
くりこぼれないように90度 
回巧させまず， 



トツププレート 


M いちれ 

校〇たふきんでふき巧り、その 
8^いたふきんでか6ぶきする。 

巧れ 

台所用細ゆせ)を•めて、 
ふさんにしみ込ませてふを巧 D 、 
その後巧いたふまんでからぶさ 
ずる。 

參落ちにくい巧れ 
クリームタイフのみがを巧をみ 
めたラップにごけてこすりとる。 
参それでち S 5 ちないとホは 
miR のセラミック用スクレー 
) (一などで煮こぼれの巧分だ 
けを巧く削り»とし、その後 
よくふさ巧る。 


グ U ルトブ 


を皿のおや汁びこぼれない 
よ弓にゆつ<り持ち上げて 
がしてください。 

♦巧证•巧«は薄めた台巧用 


• ドライ/ やフォークなど巧のがいものかを子の担いみびきがは巧ねなし、で 
くださしん 

〇を属のたねし-スポンジのナイロン面でこずらないでくだをい， 

酿14•アルカリ性の巧い巧白巧、なま用合ぶ巧巧など)は巧わないでくださしん 
@しよラゆなどの删巧料をぶ■ずると、巧れあとが残ることがち D ホす。 
g ちの巧れびトツプブレートにつく場合びおりまず。«ほの汚れを巧り巧し、 
て < ださい。 




















































o 


魚焼を毋巧のこつ 


ぴあ〇ます。巧さをが薄いとさは近扣巧をホしてください。 



巧してある魚はよくが巧ずる 

•みの内部び巧たし、と中まで iw 巧りにくく、巧き不足になることびおりまず， 

■ ig ^ をにする場合の巧の目巧は、 

中く 6い (80 g 〜100がのお5尾に巧して、ルさじ1程度ふる 

参坦をふる量がをし、と、巧ををび JK な0まず。お好みによ0 r 仕上が0」キーで旧節して<ださし、， ご 

■ JP みのおるみは巧に切れ目を入れる ィブ 

參1?^^!)友る新ま、そのまま巧くと中まで化诉 i りにくく、焼を不思こなることびありまず， 

■つけ巧をのたれはよく落とす(みそ演、かず澳 けの 摩くつし、ているみそやかずは取 D 巧く） 
♦たれやみそび多くついてしぶと筋ずやすくなりまず。 

ぉ巧みにょり r 仕上がり J キーで田節してください。 

画巧 W よりも大きなみは、说網に載る大きさに切る 






I 尾を手前に向ける 

♦尾など薄い部分は焦げやずいので、規巧の手前な!に房を巧けてくだをし、。 

I 少 ■( 1巧〜2ち）を巧 < 場合はおを斜めに■く 
雜ヒーターのが厌によ0 匿 く御■で巧ををびつをにくい場合びお0まず， 

巧に 少量 （1 〜2尾）の場合は，なめに■くとヒーターの熱び巧等にあた0、規を色ぴ 
つをやず<な0まず。 



% 


ーブン自»31巧のこつ 


画冷凍食品はを巧のまま巧巧する 


こよって、焦げ目が：: 
S は抵做巧ををして 


びあ D ます。巧ををび薄いとをは抵做巧ををしてくだをしん 


■を凍ピザやを巧ビヴは、棘をかし、 
まわりにそつてがり曲げる 


アル S ホイルをピザの 



■冷度グラタンは、包装をべし、 
(電子レンジ用のフラスチック容器 ( 


アル5ケース皿のまま入れる 
i のちまグラタンは、巧くことがでホません。） 


■巧を巧などの中まで义をとおずメニューは、かけの度さを 4 cmlU 下にする 

■グリルへの■を方は下囚のよラにし、角の中央に ■< 

•ピヴ •グラタン1皿 ♦グラタン2皿参ホイ J レ巧を1個 ♦ホイル巧き2個 


S 


♦手励* ♦手前俩 ♦手前な マ^手前な ♦ぉ飾！ 


—ブン手動巧巧のこつ 


»巧皿に水を 
•ルさくて巧 


田に水を入れない。 

〔巧巧にのせ5れなし^«合は、アルミホイルを敷し、てか6のせる。 

I 参る品やアルミホイルなどぴ角!巧か5はみ出さないよラにのせる。 

参器やおの高さは 4 cm む下のをのを巧ラ。 

•ケーキを巧く場合はアルミホイルで作った型に生がを巧し込んで巧く。 

♦グラタンやアップルパイなどおや型を巧って巧くときは、おやおの巧をアルミホイルで包む。 


- 4 - 








































つけ規き 


切身•ひをの 


纖き 


預 


中 


巧 


現 


中 


巧 


贡 


巧 


な目曲 US の巧を卸巧さは、 


り I 说さ J <怕用•ひをの」< r 丸なき」の顯になくなつています • 


さわらの西巧演け 
ゆそ滴け、かす測が 
的班が關れ 
の1卜17分） 

ぷ〇のつけなさ 
, (しよ5ゆ滴け） 

斯 100 g ]5 嘶 I 脚卜17分） 




ー ムず さんまの塩巧を 

，かし赠 S 5! 


_ をんまの一«干し 
はたはた斯 llOg 】 乳饼)1卜18分） 

【職 戴媒 脚|说職^〜;汾， 

が[«80が龍りをが1~13 か^^ 3： 

衡1卜18分） （5 尾:巧14~16分）ちじの巧が 

的1孤 g 〜 l 明か〜 5 g 
。是«14~16分)巧を«18~盾) 


脱とり 
(たれ 巧き） 


[巧班 g 做脚3〜16分) 


なをと0 

( W き） 

[巧 50 g 脚 
(巧 15 H 8 分) 


八. 

箭旣顯 i 歡敬巧鹏 

舶 16 - 1 B 分） 

しいも 

MSS 


vjp ^0!^^ 

t たはた(を）いさを 
I 斯 30 g ] 視胞 230 g ] 巧 
脚 W 紛）脚卜1汾） I !のがが 

I ィ [IWOOg 

肪 20( M 0 Og ] l 居^< 仙1尾 
. 一. •©«» を W 17 〜23分) 


J («14~17 分 )I 


: M が尾畑れ）ちたりの■さです。 （ ）说胸!時問の目安です， 


ビヴ 


グラタン 


ホイを 


預 


中 


強 巧 


中 


強 預 


中 


強 


茨目 iwa の巧をち I 巧さは、 r ピヴ J < [グラタン J < r ホイ JWR を J の ji に巧くなつていまず • j 


戀 


冷 a ビダ 

[1 枚 BWScm 
(約1己〜1 


8分） 


] 1软 


巧 [ 1 枚■狱 126 cm 脱〇喊 
々§ i 文み 枚術 14 H 7 せ） 

巧 g ビブ 


# 

を凍グラタン 
[1 皿約24(姑21 
(«22~25») 


[1 本約孤 g]i 
I (巧20ィ3分) 

I •ゴ ‘ 


[1 本 


) 。なち径 ft 26 cml 5300 g ] 
手作〇ピヴ III 


6 〜か 

-23分) 

翔が〇っけなさん 

I 獲蝶〜 滅 .離 

I ピリ辛ウィング腿卜す3分) 

[1 ち約ほ烟卜2 がみ 屯 
1(お21ィ汾） つよ 二. 

I g のホイを 

。本の 300 g ] は^ 【はの 150 g ] 
|(«16~20») 本 

□-スト ピーフ （化卜23が 


] は1枚恤•本)おたりのがでず。 （ ）は历1時 W の目安です。 


W 日 C! &日 C 

伽 t 伽で 

細 它リ邮 

?孤 C! ?嘴1で 

が Dd ?抓 cl 

が X/K75x4ai« ス M 6 i 

|(K&-3Q») 1 

巧) 1 の 

巧二-峭制 

1 1 画 

万 at り■かのぶ W 

曲 1 卜蘭 1 

み 1 海 1 

)imKS)etidA 

が Iwn 斯)献观 

W 卜 1㈱ ！ 

感 1 戀 

WM 催 18^23arf] 

mmrAm) 

aKM 脚微） 

効 ( S ) 

tttaD [1 IBQ |0 M )4^ 

msrmoK 

m) 1 

爆 1 み 

* 嫌 WlWMSQsl 

1 mm) 

[HI がが溯 ㈱ M6 »》 

1 勝微 ) 

1 {«H 巧 ) 


オーブン手動毋巧の目巧 迅 K と時 M 巧震»してください。 


ーブン自 B 現巧の目安 仕上がりお 


リこして、大ささや扭によって 
»んでください。 


魚巧を自苗!毋巧の目ち 仕上ぴ D 巧 g んでください。 


K 理の目巧 


R 巧の目巧 


一5 — 






























巧田かなと巧った 5 


〇 


こんなとをは故巧ではお D ません♦なのことをもう一 sn 巧してくだミい。 


巧しくがが BMOm ホご K くだをい。 う P.42-49 



上面操作パネルの表示に L 巧 
と表示されてキー操作がでを 
ない。 

抱10砂後に ECPI と表示され 
通 S がち止ずる。 

上旧操作キーび操作でをない。 


•キーをが3彩也1上の W しをしてし、る。 

参上面操作 y なルに g な <巧か)ている。 

•上面操作イ C ネルに水や巧、などが巧ちしている 0 


巧 m： の長がしをしてし、ない。 

参 WKMF— に触れている。 

参おサックや ii テース手巧などをつけている。 


•ホーロー巧やステンレス巧については、巧なのち巧が12〜 26cm 
MK の ms がルさかったり、巧 のもので、化の反りが 3mmW 下のものをご使用くだをい。 

巧げ反っている巧は、义力が •アル珠や mi にっいては、《ほの直径が15〜 26cm のもので、 a 
巧くなることがちる。 吟 P.43〕 巧の反りが1 mmJJTF のもの巧ご使用ください。（才ールメタル対あ 

IH ヒーターのみ） 


アル2巧、アルミフライ/てンは、 
火*ぴ巧くなる。（才ールメタル 
巧ぶ IH ヒーターのみ） -► P .43 I 


•アルミか巧巧はな tt に比ぺて、約20〜30%火; W 巧くなりまず。 

参持に重■がないフライパン • 片手な. S 平知か巧ンスが憑く、巧い 
た D、 火力がかな0远< なるちのがあ0ホす。巧と巧巧なのをが ■■ 
を約1 kg 从上にしてお使い < ださい。 


IH ヒーターごとに义力が違う。 

I 斗 P *43 J 


参同じ«でち、 IH ヒーターごとに火力の異なる場合があります。 
またルさい巧では、巧ちでさるち合とでをなし1巧をがあります。 


参本体巧部を巧やすためにを巧ファンぴ回転していまず。 

本体ね巧音ぴずる。を入•巧ずると、巧却《»®のスイツチの刪がしまん 

~ 善本体巧が冷巧のために、■源を切つてを冷巧ファンが册大的10分巧回 

ることがちります。異巧ではおりません。自巧的にフアンは止ま D まず。 


IH ヒーターで加热中に巧かん 
ジーち、カチカチ音がする。 

け P .44 J 


参 IH ヒーターの巧力«によって巧が振巧するためで、巧なの異巧では 
あ0ません。そのままご使用くだをい。 


グリルの辨気カパーか S 出た 
水巧気び巧面にお露ずること 
がちる。 l -^ P .44 I 


•調理時に吸•排気カパーから出る水蒸気などが B® につき、水滴にな 
ることがおりまずので、ふをんなどでふき巧ってください。 




± tH やガラス巧、 B 义用おな 
さおは使わないでください。 

运函を〕 


•HIED または W 湖削閒] 付、 「IH で巧える J と&示している 


な 

ング 


やガラス g、 ち义用魚巧をおなどでち、巧がによつてはクッキン含 
ヒーターが巧ちした0、 g が割れたりする場合がありますので、巧 
わないでください。 


2-H 4440 -1B 


— D — 


Ba/BS/B10 J7(HP) 















